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新入職員紹介 

  ４月から訪問看護ステーションたちばなで勤務させていただいています濱﨑です。 

訪問看護は初めてになります。 

積極的に学んでいき、個別的な看護を行っていきたいと思います。 

よろしくお願いします。 

濱﨑  岬 看 護 師 

  訪問看護ステーションたちばなで５月より勤務することになりました。 

病院勤務しかしたことがなかったので、初めての事だらけでとまどっています。 

と同時にワクワクもしています。 

少しでも早く一人立ちできるよう頑張りたいと思いますよろしくお願いします。 

平尾 かおり 看 護 師 

  年2回実施している音楽療法母子通園プログラム、今回は『音楽療法親子教室～子どもとお母

さんのための～♪うたのかい♪』を実施しました。笑顔あふれる楽しい会となりました。 

いつもご協力いただいている保護者の皆様に感謝いたします。 

  お母様方からは「昨年までは毎週親子療育に行っていたが最近はやってなかったな～」、「家でも

手遊びなどやってあげようと思います。」などの感想も寄せられました。 

今後も親子で音楽を楽しむ機会を作っていきたいと思っております。次回は11月に実施予定です。 

濱崎  由紀 音楽療法士 

音の広場 ♪うたのかい♪ 

音楽療法の様子 

カバサでマッサージ みんなであくしゅ エナジーチャイム 

～ 就学説明会 ～ 

常田  祐輝 事  務 

野口  郁惠 看 護 師 

  7月から訪問看護ステーションたちばなで勤務させていただく、野口郁惠と申しま

す。在宅支援の場の勤務は初めてです。 

これまでの勤務、子ども医療福祉センターの勤務経験を活用して支援できるよう努力

してまいります。どうぞよろしくお願いいたします。 

  ６月に長崎市教育委員会長崎市教育研究所の方をお招きして、就学説明会を開催しました。 

保護者様をはじめ、他事業所の方、保育園の園長さんなど２０名以上の方にご参加いただきました。 

  私も脳性マヒという障害があり、就学先として学校を選ぶ時『通常学級のみ、通常学級＋通級、特

別支援学級、特別支援学校』の中から自分に合ったものを選択できましたが、特別支援学校に行く

程の障害ではなく、またその頃には特別支援学級に一度入ったら、通常学級には戻れないと聞いて

いたので、私は通常学級＋通級（体育の時間のみ）という形を選択しました。 

  今は、その子の成長・発達に合わせて行き来できるとのことでした。 

やはり、２０年前より進歩しているなと思いながらお話を聞かせていただ 

きました。 

  今回は代表者あいさつとして研修会参加の報告をさせて頂きます。 

全国児童発達支援協議会(CDS Japan)が、富山国際会議場にて平成30年6月28・29日の日程

で開催されました。 

研修会メインテーマは、「こどもの発達支援を改めて考える」～「ガイドライン」を我が物にしょう～と

いうテーマでした。 

  趣旨としては、発達を支援すると銘打った事業所が急激に増加して事業の質の維持、向上が重

要な課題となったため、「放課後等デイサービスガイドライン」および「児童発達支援ガイドライン」が

厚労省より作成され、制度として実行されました。 

今後は、それぞれの事業所がこのガイドラインを深く理解し、障害のある子ども達の健やかな育ちを

支援するために活用し運営に反映し実行する努力が求められています。 

  プログラムの冒頭は、行政説明として厚生労働省障害福祉課・障害児支援専門官の鈴木久也

氏の講演がありました。主な説明は、①リハビリでは無く居宅訪問型の発達支援である。②保育所

等訪問支援の支援対象の拡大をした。今までの保育所・幼稚園や放課後児童クラブ、各種小・中

学校の他に、乳児院や児童養護施設も加えられた。③医療的ケアを要する障害児に対する支援、こ

こにおいては特に多職種間の連携が必要である。④放課後等デイサービス等の障害児通所支援

や障害児入所支援については、都道府県障害児福祉計画の達成に支障を生じるおそれがあると

認める時(計画に定めるサービスの必要な量に達している場合等)、都道府県は事業所の指定をし

ないことができると、盛り込まれています。 

  基調講演としては「ガイドラインを深く読み取り、元気になろう！」と題して上智大学の教授大塚晃

氏が障害児支援の3つの要素として①エビデンスに基づいた「発達支援」②効果のあるソーシャル

ワークを行う事での家族支援③構築的なマネージメントによる連携しての「地域支援」に集約できる

とした、考えを示されました。 

  教育講演等も解りやすく興味深かったのですが、紙面の都合上ここまでにします。今回の制度改

正は本当に子供達に役立つ発達支援を行う事が求められており、それを追求する事で運営も保証

しますよと言われているようでした。私達はこれに向かって、一生懸命に頑張って行きましょう。 

～ 全国児童児童発達支援協議会(CDS JAPAN) 第9回 全国職員研修会 の報告 ～ 

山田  星三  

『青い空は』  作詞：小森 香子 作曲：大西 進 

１．青い空は青いままで  子どもらに伝えたい 

  燃える八月の朝  影まで燃え尽きた 

  父の母の 兄弟たちの  命の重みを  肩に背負って  胸に抱いて 

  今回は、皆さんに『青い空は』という歌をご紹介したいと思います。 

この歌は、８．６ヒロシマを思いながら作られた歌ですが、同じ被爆都市ナガサキから平和の大切さを

発信していくという思いから、職員全員が覚えて歌える様に６月～８月のミーティングで歌っていま

す。平和があってこその私達の福祉の仕事。福祉を通して平和に貢献していきたいと思っています。 
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  あっという間に上半期が終わりました。 

待ちに待った夏休みがもうすぐ始まります。 

子ども達に負けない体を作って夏休みに備えていきたいと思います。 

岩永  恵 児童発達支援管理責任者 

  今年は、猛暑になりそうですね！ 

なめしの事業所は、夏はあまり風通しが良くなく、暑いですが、水遊びなどをして、少しでも涼しく過ご

したいと思います。今年はどんなことをして過ごそうかと、今まさに計画中です♪ 

石田  いずみ 児童発達支援管理責任者 

事務局からのお知らせ 

森山  佳代 児童発達支援管理責任者 

  新しい事業所（場所）にご利用児も職員もなれてきました。新しいおともだちも増え、たくさんのか

わいい声や笑い声がひびくたちばな（田中町の事業所）です^o^おでかけ、みんなで植えた野菜の収

穫、水あそび   など、この夏もたくさんの活動を準備しています！！暑い夏をみんなでのりきりましょう。 

  ５月１９日（土）たちばな・やがみ合同の親子遠足で現川の畑に夏野菜やさつまいもの苗を植えま

した。たくさんのご家族に参加いただき、親子で土に触れる良い機会となりました。 

秋の収穫祭を楽しみにしています。 

増丸  千代香 児童発達支援管理責任者 

■  『うつつがわ』の畑を活用した農作業サークル 部員募集！！ 

  職員や利用者様とそのご家族、ボランティアの方と始めました。 

『うつつがわ』の畑を一緒に耕したり、お世話してみませんか？ 

  土いじりは、心身の健康維持・増進や、食育などにとても有益ですよ。 

興味のある方は、各訪問スタッフやデイサービス職員にお申し出下さい。 

うつつがわの様子 
■  たちばな誌内での企画・特集の依頼や投稿の応募について 

  皆様と一緒に、楽しい『たちばな誌』を作っていきたいという思いから

“こんな事をやってほしい”、“これについて調べてほしい”という企画・特

集の依頼や、皆様からの投稿をいつでも募集しています。 

  アイディアをお持ちの方は、各訪問スタッフやデイサービス職員にお

伝え下さい。心より皆様のご応募をお待ちしております。 

  この前初めて『IT眼症』という病名を知りました。 

それは、スマホ・パソコン・液晶テレビなどを長時間あるいは 

不適切に使用することによって生じる目の病気、およびその 

状態が誘引となって発症する全身症状だそうです！！ 

  大人にとっても危険ですが、小さいお子さまにはより大きな 

影響がありそうで怖いですね。 

便利な世の中、使い方には注意しましょう。 

船戸  真美 作業療法士 

先日、長崎市内の放課後等デイサービス事業所が集まり、情報交換会が開催されました。どの事業

所も様々な工夫をしながら支援を行なっていることを改めて知り、負けてはいられない気持ちが湧い

てきました。この夏も、施設周辺や地域の資源を活用しながら、楽しいカミングにしたいと思います！ 

萩田  優一 児童発達支援管理責任者 
全国児童児童発達支援協議会の第27回 中四国・九州ブロック 長崎大会 開催について 

開 催 期 日 平成31(2019)年 11月7日(木)8日(金) 

開催事務局 実行委員長 山田星三(長崎県 有限会社 総合療育リハ・サービス) 

上記の要領で、長崎大会開催を準備しています。皆様、ご理解・ご協力をよろしくお願いします。 


